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　　知っ得！せとうち便　　

知っ得！
せとうち便

お
知
ら
せ

　
臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

の
受
付
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　
申
請
書
は
4
月
21
日
に
支
給
対

象
と
見
込
ま
れ
る
人
に
発
送
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い

人
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
受
付
期
限
ま
で
に
申
請
書
の
提

　
出
が
な
い
と
、
辞
退
と
み
な
さ

　
れ
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
支
給
対
象
者

　

平
成
28
年
度
分
市
町
村
民
税

（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
な
い
人

※
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親

者
証
を
送
付
し
ま
す
。

　
８
月
以
降
に
医
療
機
関
な
ど
を

受
診
す
る
際
に
は
、
必
ず
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
を
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

【
自
己
負
担
割
合
の
見
直
し
】

　
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払

う
自
己
負
担
割
合
（
左
表
参
照
）

は
、
所
得
や
生
年
月
日
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

　
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
増
減
や
所
得
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
な
ど
は
、
自
己
負
担
割
合

が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

　
族
な
ど
や
生
活
保
護
の
受
給
者

　
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▽
支
給
額

　
対
象
者
１
人
に
つ
き
、
１
万
５
千
円

▽
申
請
手
続

　
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
、

住
民
票
が
あ
る
市
区
町
村
が
窓
口

と
な
り
ま
す
。
受
付
期
限
ま
で
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
限　

７
月
31
日
（
月
）

　
（
当
日
消
印
有
効
）

　
　

福
祉
課

〒
７
０
１-

４
２
６
４

瀬
戸
内
市
長
船
町
土
師
２
７
７-

４

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
１

　
高
齢
受
給
者
証
は
70
歳
以
上
75

歳
未
満
の
人
を
対
象
に
、
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
さ

れ
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
が
、
現
在
お
持
ち

の
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限

は
、
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【
高
齢
受
給
者
証
の
更
新
】

　
７
月
下
旬
に
新
し
い
高
齢
受
給

  

臨
時
福
祉
給
付
金
の

  

申
請
は
７
月
31
日
ま
で
に

  

国
民
健
康
保
険

  

高
齢
受
給
者
証
を
送
付

問

全国海難防止強調運動

　 海 上 保 安 庁 で は、 マ リ ン レ
ジャーシーズンを迎える７月 16
日から 31 日までを「全国海難防
止強調運動」期間として、官民の
関係者が一体となった海難防止運
動を推進します。
★自分の命を自分で守るための
　３つの基本＋１
①ライフジャケットを常時着用
②連絡手段の確保
③海の緊急電話１１８番
④帰港時間を家族に伝える
　海難防止強調運動玉野地区推進
連絡会議（玉野海上保安部交通課）
☎０８６３ - ３２ - ３５８９

海難ゼロへの願い
　平成 29 年度から国民健康保険
税の算定方法を一部変更します。

【５割軽減と２割軽減の対象基準
を拡大】
　前年中の所得が一定の基準額以
下の世帯に対して、国民健康保険
税の平等割と均等割を軽減する制
度があります。
　軽減割合の種類は７割・５割・
２割で、４月１日の世帯の被保険
者数と、前年所得で軽減割合を判
定します。
　国の法令改正により、平成 29
年度から国民健康保険税軽減の基
準額が改定され、５割軽減と２割

軽減の対象基準が上表のとおり拡
大します。７割軽減の対象基準は
変更ありません。
　税務課
☎０８６９ - ２２ - １１１４

国民健康保険税の算定方法を一部変更

問

問

問
申

生年月日 自己負担
割合

昭和 19 年４月１日
以前生まれの人

３割

１割

昭和 19 年４月２日
以降生まれの人

３割

２割

自己負担割合

※一定の所得がある人の自己負担
　割合は３割です。

平成 28 年度までの基準額
33 万円＋ 26 万５千円×被保険者数

↓
平成 29 年度からの基準額
33 万円＋ 27 万円×被保険者数

５割軽減の基準額

平成 28 年度までの基準額
33 万円＋ 48 万円×被保険者数

↓
平成 29 年度からの基準額
33 万円＋ 49 万円×被保険者数

２割軽減の基準額

　
ま
た
、
移
住
相
談
活
動
も
積
極

的
で
、
移
住
者
に
よ
る
空
き
家
解

消
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
移
住
だ
け
で

は
な
く
、
事
業
を
行
い
た
い
（
店

を
出
し
た
い
）
と
い
う
希
望
も
数

多
く
あ
る
と
聞
き
、
地
域
の
人
や

空
き
家
管
理
事
業
者
、
Ｉイ
ジ
ュ
ウ

Ｊ
Ｕ
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
な
ど
と
連
携
し
、

「
ウ
シ
マ
ド
町
家
ス
タ
イ
ル
」
を

結
成
し
て
、
空
き
家
を
改
修
し
、

事
業
者
を
誘
致
す
る
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
た
。

　
繁
栄
し
た
港
町
の
往
時
を
し
の

ぶ
こ
と
が
で
き
る
通
り
に
飲
食
や

買
い
物
が
で
き
る
店
舗
が
増
え
れ

ば
、
散
策
す
る
観
光
客
が
増
え
て

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考

え
た
か
ら
で
す
。

　

改
修
第
１
弾

　
事
業
者
が
入
居
す
る
の
に
適
し

た
物
件
を
探
し
、
第
１
弾
と
し
て

20
年
以
上
空
き
家
と
な
っ
て
い
た

旧
馬
場
歯
科
医
院
を
改
修
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
作
業
は
、
空
き
家
に
残
さ
れ
た

荷
物
の
処
分
か
ら
始
ま
り
、
材
木

を
購
入
し
て
自
分
た
ち
で
リ
フ
ォ

ー
ム
を
進
め
る
と
と
も
に
、
入
居

す
る
事
業
者
を
募
集
す
る
と
い
う

厳
し
い
も
の
で
し
た
。

　
し
か
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
や
励
ま
し
に
支
え
ら
れ
、
今
年

４
月
８
日
に
ク
ラ
フ
ト
雑
貨
や
カ

フ
ェ
が
入
居
す
る
「
牛
窓
ク
ラ
フ

ト
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
と
し
て
オ

ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
の
際
に
は
地
域
の
人

も
数
多
く
来
ら
れ
、
頑
張
っ
た
甲か

斐い

が
あ
っ
た
と
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
、
京
阪
神
か
ら

の
観
光
客
も
数
多
く
立
ち
寄
り
、

地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら

　
地
域
の
皆
さ
ん
と
よ
り
密
接
に

関
わ
り
な
が
ら
、
第
２
弾
、
第
３

弾
と
空
き
家
に
明
か
り
を
灯
す
活

動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
通
り
の
歴
史
文

化
な
ど
、
豊
か
な
地
域
資
源
を
観

光
客
に
感
じ
て
も
ら
う
仕
掛
け
も

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
課
題
は
多
い
で
す

が
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な

っ
て
に
ぎ
わ
い
を
創
出
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

空
き
家
を
生
か
し
た

地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

～
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
～

第 20 回北前船寄港地フォーラム

いた「北前船」は、江戸中期から明治中ごろにかけて、
大阪と北海道を瀬戸内海、日本海経由で結び、広範囲の
物流ネットワーク機能により各寄港地を拠点として一大
経済圏を形成しました。
　「北前船寄港地フォーラム」は、全国の寄港地が連携
して今に残るその魅力を発信し、広域の観光ルート形成
により地方再生に寄与するため、平成 19 年度から開催
されており、20 回目のフォーラムを中国地方で初めて、
岡山市・瀬戸内市・倉敷市・玉野市で連携して開催します。
　７月 14 日（金）は岡山市、７月 15 日（土）は瀬戸内
市を主な会場に開催するフォーラムを通じて、瀬戸内
市の魅力を全国からの参加者に発信していきます。
　詳細は、以下のホームページをご覧ください。
HP　http://www.kitamae-okayama.jp/
　観光課　☎０８６９ - ２２ - ３９５３

　

空
き
家
を
活
用

　
瀬
戸
内
海
屈
指
の
港
町
と
し
て

繁
栄
し
た
牛
窓
の
し
お
ま
ち
唐
琴

通
り
は
、
地
域
人
口
の
減
少
、
少

子
高
齢
化
、
空
き
家
の
増
加
と
い

う
課
題
が
あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
団
体
を
組
織
し
て
地
域
独
特
の

文
化
や
空
き
家
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
、
来
訪
者
を
お
も
て

な
し
す
る
施
設
の
設
置
・
運
営
、

郷
土
食
の
開
発
な
ど
を
行
い
、
活

性
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　任期３年目に入った地域おこ
し協力隊の小

こ う ら

浦雅
ま さ と

人さんは、瀬
戸内市の観光ＰＲの任務などを
行いながら市内の豊かな資源を
見て回り、かつては「牛窓銀座」
とも呼ばれた牛窓のしおまち唐
琴通りのにぎわいの再生に向け
て活動しています。

「ウシマド町家スタイル」の皆さん

リ
フ
ォ
ー
ム
作
業
中
の
小
浦
さ
ん

牛 窓 ク ラ フ ト
コンプレックス

in おかやま　かつて瀬戸内市にも寄港して

問
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現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
証
と
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の

有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
被
保
険
者
証
の
更
新
】

　
７
月
下
旬
に
新
し
い
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
（
被
保
険
者

証
）
を
送
付
し
ま
す
。

　
８
月
以
降
に
医
療
機
関
な
ど
を

受
診
す
る
際
に
は
、
必
ず
新
し
い

被
保
険
者
証
を
窓
口
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

【
一
部
負
担
金
の
割
合
お
よ
び
自

己
負
担
限
度
額
の
見
直
し
】

　
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払

う
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
所
得

区
分
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。

　

所
得
区
分
は
前
年
の
所
得
に

よ
り
毎
年
判
定
し
見
直
す
た
め
、

新
し
い
被
保
険
者
証
で
は
、
割
合

が
変
更
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
高
額
療
養
費
制
度
の
見

直
し
に
伴
い
、
８
月
か
ら
自
己
負

担
限
度
額
が
一
部
変
更
と
な
り
ま

す
（
下
表
参
照
）。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険

料
は
、
被
保
険
者
全
員
が
負
担
す

る
「
均
等
割
額
」
と
被
保
険
者
の

所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得

割
額
」
の
合
計
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
は
、
保
険
料

の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
、【
均
等

割
額
軽
減
の
基
準
】、【
所
得
割
額

軽
減
の
基
準
】、【
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
人
に
対
す
る
特
例
】
が
変

更
に
な
り
ま
す
。

記号の説明 予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先 …相談先応…応募先 資…資料請求先 届…届出先 通…通告先

【
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
】

　
平
成
29
年
度
保
険
料
額
決
定
通

知
書
を
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す

の
で
、
保
険
料
額
と
納
付
方
法
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
納
付
書
で
納
付
す
る
場
合
は
、

納
入
通
知
書
（
納
付
書
）
を
送
付

し
ま
す
。

　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

　
岡
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
８
６-

２
４
５-

０
０
９
０

【
減
額
認
定
証
の
更
新
】

　
所
得
区
分
が
低
所
得
者
Ⅰ
ま

た
は
Ⅱ
の
被
保
険
者
の
人
が
入

院
す
る
際
や
高
額
な
外
来
診
療

を
受
け
る
際
に
、
申
請
に
よ
り

交
付
さ
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証（
減
額
認
定
証
）を
、

医
療
機
関
な
ど
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
窓
口
で
支
払
う
入
院
代

な
ど
は
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
り
、
１
食
当
た
り
の
食
事

代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
減
額
認
定
証
を
お
持

ち
で
、
８
月
以
降
も
所
得
区
分

が
低
所
得
者
Ⅰ
ま
た
は
Ⅱ
と
な

る
場
合
は
、
新
し
い
減
額
認
定

証
を
被
保
険
者
証
に
同
封
し
、

７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
申
請
の
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
世
帯
内
に
所
得
の
未
申
告
者
が

　

い
る
人

　
世
帯
内
に
所
得
の
未
申
告
者
が

い
る
場
合
は
、
新
し
い
減
額
認
定

証
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
所
得
が
な
い
場
合
で
も
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
税
務
課

で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
に
よ
り
所
得
区
分
が
低
所

得
者
Ⅰ
ま
た
は
Ⅱ
と
な
っ
た
場
合

は
、
減
額
認
定
証
が
引
き
続
き
交

付
さ
れ
ま
す
。

②
長
期
入
院
を
し
た
人

　
平
成
28
年
８
月
１
日
以
降
、
所

得
区
分
が
低
所
得
者
Ⅱ
で
、
減
額

認
定
証
を
持
っ
て
い
た
期
間
内
に

90
日
を
超
え
る
入
院
日
数
が
あ
る

人
は
、
市
民
課
で
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
申
請
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
１

食
当
た
り
１
６
０
円
と
な
る
減
額

認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
８

（
所
得
の
申
告
に
つ
い
て
は
）

　
　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

　

漏
水
は
、
少
量
で
あ
っ
て
も
長

期
間
放
置
す
れ
ば
、
大
き
な
使
用

水
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

使
用
水
量
が
多
い
と
感
じ
た
と

き
は
、
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
水
道

メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
水
道
メ
ー
タ
ー
の
中
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
（
銀
色
の
円
盤
）
が
回
っ

て
い
た
ら
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
市
が
指
定
す
る
給

水
装
置
工
事
事
業
者
（
指
定
工
事

店
）
へ
調
査
・
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
調
査
・
依
頼

な
ど
に
は
費
用
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
指
定
工
事
店
と
相
談
の
上
、

ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

　

宅
地
内
で
の
水
道
管
の
ひ
び
割

れ
や
給
水
器
具
（
蛇
口
・
温
水
器

な
ど
）
の
故
障
な
ど
に
よ
り
漏
水

し
た
場
合
は
、
漏
水
分
の
水
道
料

金
は
使
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
地
下
や
壁
の
中
で
の
漏

水
の
場
合
、
指
定
工
事
店
が
修
理

す
る
と
、使
用
水
量
認
定
（
減
量
）

の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
上
水
道
業
務
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
な
お
、
指
定
工
事
店

以
外
の
業
者
や
個
人
で
修
理
し
た

場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
素
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
の
自

主
点
検
を
行
い
、
漏
水
の
早
期
発

見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

・
料
金
、
使
用
水
量
認
定
に
つ
い

　

て
は

　

上
水
道
業
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
２
５

漏
水
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う

水道メーターの自主点検を
行いましょう

問

  
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

  
保
険
料
が
一
部
変
更

平成 28・29 年度保険料（年額）の算出方法

一人当たりの保険料
（限度額 57 万円）

＋

＝

所得割額
（所得－ 33 万円）× 9.87％（所得割率）

均等割額
49,200 円

※一人当たりの保険料は、100 円未満を切り捨てます。
※保険料は年度（４月から翌年３月までの 12 カ月）で計算され、
　年度の途中で加入された場合は加入された月から計算されます。
※所得とは、雑（年金）所得、事業所得、給与所得、譲渡所得など
　の合計額をいいます（遺族・障害年金などは除く）。

  

後
期
高
齢
者
医
療

  

被
保
険
者
証
を
送
付

後期高齢者医療一部負担金の割合・自己負担限度額

【均等割額軽減の基準】の変更点

【被扶養者であった人に対する特例】の変更点【所得割額軽減の基準】の変更点

平成 28 年度 平成 29 年度

   「均等割額」が９割軽減され、
   「所得割額」はかかりません

   「均等割額」が７割軽減され、
   「所得割額」はかかりません

軽減割合
世帯主およびその世帯の被保険者の合計総所得金額などが下記の金額以下の世帯

平成 28 年度 平成 29 年度

９割軽減 33 万円（基礎控除額）を超えない世帯で、被保険者全員の所得（年金の所得控除額は 80 万円として計算）が 0 円

8.5 割軽減 33 万円（基礎控除額）

５割軽減 33 万円（基礎控除額）＋ 26.5 万円×被保険者数 33 万円（基礎控除額）＋ 27 万円×被保険者数

２割軽減 33 万円（基礎控除額）＋ 48 万円×被保険者数 33 万円（基礎控除額）＋ 49 万円×被保険者数

後期高齢者医療制度の被保険者となった日の前日に、会社の健康保険
（国民健康保険および国民健康保険組合は除く）などの被扶養者であった人

平成 28 年度 平成 29 年度

   「所得割額」が
   ５割軽減されます

   「所得割額」が
   ２割軽減されます

「賦課のもととなる金額（所得－ 33 万円）」が
58 万円以下の人

所得の低い人は、世帯の所得水準に応じて保険料の「均等割額」が軽減されます。

詳細は、被保険者証送付時に同封して
いるパンフレットをご覧ください。

一部負担金の
割合 所得区分 説　明

自己負担限度額

世帯単位（入院含む）
個人単位（外来のみ）

３割 現役並み
所得者

住民税の課税所得額（各種控除後）が 145
万円以上ある人や、その被保険者と同じ世
帯にいる被保険者（注１）（注２）

平成 29 年７月まで
44,400 円 80,100 円＋１％（注３）

［44,400 円］（注４）平成 29 年８月から
57,600 円

１割 一般 現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰ
以外の人

平成 29 年７月まで
12,000 円

平成 29 年７月まで
44,400 円

平成 29 年８月から
14,000 円
年間限度額（注５）
144,000 円

平成 29 年８月から
57,600 円

［44,400 円］（注４）

問
申

問
申

問問

（注１）被保険者の収入合計額が２人以上で 520 万円未満、１人の場合 383 万円未満の人は、申請により「１割」負担に
　　　  なります。

（注２）現役並み所得の被保険者（世帯に他の被保険者がいない場合に限る）であって、世帯内の 70 歳以上 75 歳未満の
　　　  人も含めた収入合計額が 520 万円未満の人も、申請により「１割」負担になります。

（注３）「＋１％」は医療費が 267,000 円を超えた場合、超過額の１％を加算します。
（注４）過去 12 カ月以内に「外来＋入院」の自己負担限度額を超えた高額療養費の支給

　　　  が４回以上あった場合、４回目以降の自己負担限度額は 44,400 円となります。
（注５）毎年８月から翌年７月までが対象となります。 

※所得区分の低所得者Ⅰ（区分Ⅰ）、低所得者Ⅱ（区分Ⅱ）は変更がありません。

詳細は、被保険者証送付
時に同封しているパンフ
レットをご覧ください。

ご不明な点は
お問い合わせ
ください
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【
消
火
器
の
設
置
方
法
】

　
原
則
、
１
つ
の
露
店
な
ど
（
火

気
器
具
を
使
用
す
る
も
の
）
に
対

し
て
、
消
火
器
１
本
必
要
で
す
。

　
　

消
防
本
部
予
防
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
４
９
３

HPhttp://www.city.setouchi.lg.jp/

　
昨
年
、
瀬
戸
内
市
管
内
で
は
、

55
人
が
熱
中
症
で
病
院
へ
救
急
搬

送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
熱
中
症
は
、
炎
天
下
や
高
温
多

湿
の
状
況
下
で
体
温
の
調
整
が
効

か
な
く
な
っ
た
状
態
で
、
め
ま
い

や
頭
痛
、
痛
み
を
伴
う
筋
肉
の
け

い
れ
ん
な
ど
の
症
状
が
出
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
発
汗
に
よ
る
脱
水
や

塩
分
不
足
な
ど
が
原
因
で
最
悪
の

場
合
、
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

　
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
熱
中
症
の
予
防
対
策
】

●
十
分
な
睡
眠
を
と
る
。

●
日
差
し
が
強
い
と
き
は
、
外
出

　
を
控
え
る
。

●
高
齢
者
は
、
エ
ア
コ
ン
を
利
用

　
祭
礼
、縁
日
、花
火
大
会
な
ど
、

誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
る
催
し

で
は
、
次
の
２
つ
の
こ
と
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

①
露
店
な
ど
の
開
設
届
出

　
事
前
に
消
防
本
部
へ
「
露
店
等

の
開
設
届
出
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
消
防
本
部
ペ
ー
ジ
）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
消
火
器
の
設
置

　
消
火
器
は
、
火
気
器
具
な
ど
を

使
用
す
る
露
店
に
設
置
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

【
火
気
器
具
な
ど
】

　
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
電
気
コ
ン
ロ
、
フ

ラ
イ
ヤ
ー
、
グ
リ
ル
、
発
電
機
な
ど

　
現
在
、
医
療
保
険
者
、
市
な
ど

が
実
施
す
る
特
定
健
診
や
が
ん
検

診
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に
定

期
的
に
健
診
を
受
け
て
、
そ
の
結

果
を
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
、

普
段
の
健
康
管
理
に
生
か
し
ま
し

ょ
う
。

　
医
療
は
専
門
化
が
進
み
、
検
査

や
治
療
内
容
も
高
度
に
な
っ
て
い

ま
す
。
自
分
の
健
康
を
見
守
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
身
近
に
か
か
り

つ
け
医
を
も
ち
、
体
調
の
具
合
が

悪
い
と
き
は
早
め
に
受
診
し
て
お

く
と
安
心
で
す
。

①
よ
り
よ
い
受
診
の
た
め
に

●
い
つ
頃
か
ら
ど
の
よ
う
な
症
状

　
な
の
か
を
メ
モ
し
て
お
く
と
診

　
察
の
と
き
に
忘
れ
ず
に
相
談
で

　
き
ま
す
。
家
族
に
付
き
添
っ
て

　
も
ら
う
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

●
か
か
り
つ
け
医
と
相
談
し
て
、

　
専
門
医
な
ど
他
の
医
療
機
関
を

　
受
診
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

　
は
、
今
ま
で
の
治
療
経
過
や
服

　
薬
内
容
な
ど
を
書
い
た
紹
介
状

　
を
も
ら
い
、
新
た
に
受
診
し
た

　
医
療
機
関
に
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

●
持
病
な
ど
の
症
状
が
悪
化
し
た

　
と
き
の
た
め
に
、
対
処
方
法
や

　
夜
間
・
休
日
の
受
診
の
目
安
を

　
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
お

　
き
ま
し
ょ
う
。

②
薬
を
正
し
く
服
用
す
る
た
め
に

●
他
の
医
療
機
関
で
薬
を
処
方
さ

　
れ
た
と
き
は
、
か
か
り
つ
け
医

　
に
内
容
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

③
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に

●
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

　
る
た
め
の
申
請
に
は
、
主
治
医

　
の
意
見
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
か
か
り
つ
け
医
に

　

お
願
い
す
る
よ
う
に
な
る
の

　
で
、
普
段
の
生
活
の
様
子
を
伝

　
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
在
宅
で
療
養
を
続
け
る
た
め
に

●
通
院
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
は
、

　
訪
問
診
療
や
往
診
に
よ
る
在
宅

　
医
療
の
調
整
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
家
族
や
福
祉
・
介
護
の
支
援
者

　
と
相
談
し
、
か
か
り
つ
け
医
や

　
歯
科
医
、
薬
局
の
連
絡
先
を
確

　
認
し
て
お
き
、
自
分
の
緊
急
時

　
の
連
絡
先
と
一
緒
に
メ
モ
し
て

　
持
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、

常
日
頃
の
健
康
管
理
や
、
必
要
な

と
き
に
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

確
実
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
身
近

に
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

　

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
８
０
０

問

  
か
か
り
つ
け
医
を

  
も
ち
ま
し
ょ
う

  

お
祭
り
な
ど
の
露
店
に
は

  

消
火
器
の
設
置
が
必
要
で
す

　
す
る
な
ど
、
室
内
の
温
度
調
整

　
に
心
掛
け
る
。

●
激
し
い
運
動
を
避
け
る
。

【
熱
中
症
の
応
急
手
当
】

●
日
陰
な
ど
涼
し
い
場
所
へ
移
動

　
さ
せ
、
衣
服
を
緩
め
る
。

●
首
筋
、
脇
の
下
、
太
も
も
の
付

　
け
根
に
冷
た
い
タ
オ
ル
や
氷
を

　
当
て
る
。

●
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
飲

　
ま
せ
、
水
分
補
給
を
す
る
。

【
高
温
注
意
情
報
】

　
気
象
庁
は
、
北
海
道
、
沖
縄
を

除
く
地
域
を
対
象
に
、
翌
日
ま
た

は
当
日
の
最
高
気
温
が
概お

お
むね

35
℃

以
上
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
場
合
に
は
、「
高
温
注
意
情
報
」

を
発
表
し
、
熱
中
症
へ
の
注
意
を

呼
び
掛
け
ま
す
。

　
ま
た
、
向
こ
う
一
週
間
で
最
高

気
温
が
概
ね
35
℃
以
上
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
も
、
数

日
前
か
ら
「
高
温
に
関
す
る
気
象

情
報
」
を
発
表
し
て
、
熱
中
症
へ

の
注
意
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　
「
高
温
注
意
情
報
」
が
発
表
さ

れ
た
と
き
は
、
熱
中
症
に
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
本
部
警
防
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
４
９
２

問
届

消火器準備！

  

熱
中
症
に

  

注
意
し
ま
し
ょ
う

問

●真夏の日差しで滑り台が熱く
　なっていてお尻をやけどした。
●真夏の炎天下に駐車していた車
　のシートベルトの金具が熱く
　なっており、やけどしそうに
　なった。

第 12 話
　　夏のやけどに注意！

＜アドバイス＞
★花火は楽しい反面、火薬や火を使
　うため、やけどの危険があります。
　必ず大人が付き添い、子どもの行
　動を観察し、危険な行動はやめさ
　せましょう。
★強い日差しで熱せられた屋外の金
　属製品や公園遊具、アスファルト
　など、夏は思いがけない場所にや
　けどの危険が潜んでいます。
★子どもの成長に応じて、子どもが
　自ら危険から身を守ることができ
　るよう説明していくことも大切です。
　消費生活相談窓口（生活環境課内）
☎０８６９ - ２２ - １８９９

消費生活　  安心ほっとライフ

＜事例＞
●履いていたサンダ
　ルの隙間に花火が
　落ちて足をやけど
　した。

問

　救急車は、命にかかわるような

ケガや病気の人を一刻も早く病院

に搬送するための車両です。

　昨年、救急搬送した 1,560 人の

うち、561 人が入院を要しない軽

症患者で、全体の約 35％を占め

ていました。

　軽症患者の搬送は、緊急に救急

車を必要とする傷病者への対応を

遅らせることになります。

　いま一度、救急車の適正利用に

ついて考えてみてください。

　消防本部警防課
☎０８６９ - ２２ - １４９２

救急車の
　適正利用を！

問

　「リフレッシュ瀬戸内（海岸清掃）」
を実施します。
　美しいまちづくりを推進するため、
皆さんのご協力をお願いします。

▽ 日時　７月 12 日（水）
　午後５時 30 分～午後６時
　（小雨決行）

▽ 場所
　・牛窓町牛窓　筵

むしろえ

江海岸
　・邑久町虫明　扇

おうぎ

海岸

▽ 集合場所　現地（いずれかの海岸）
※ごみ袋・軍手は市で用意します。
　建設課
☎０８６９ - ２２ - ２６４９

リフレッシュ瀬戸内

問

　岡山県では、糖尿病患者に “ 良質で効率的
な医療 ” を提供するために、「かかりつけ医」
を中心とした医療連携体制（おかやま DM
ネット）という仕組みを作っています。
　病状が安定した糖尿病患者の普段の健康管
理は、地域のかかりつけ医が担当し、専門的
な精査・治療が必要な場合は専門医療機関に
紹介し、また落ち着いた段階でかかりつけ医
に治療をバトンタッチするという “ 切れ目の
ない医療連携 ” を目指しています。
　健診などで「高血糖」や「糖尿病」を指摘
された場合は、まだ症状がないからと放置せ
ず、早期に医療機関を受診しましょう。
　岡山県糖尿病医療連携推進事業
☎０８６ - ２３５ - ７２０９
HP   https://www.ouhp-dmcenter.jp/project/dm/

「かかりつけ医」中心の糖尿病医療連携～おかやま DM ネット～

問

海岸をきれいにしませんか
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さ
い
。
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申

　
し
込
み
や
受
付
開
始
日
時
前
の

　
申
し
込
み
、
家
族
以
外
の
代
理

　
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

瀬
戸
内
市
体
育
協
会
事
務
局

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
２
１
１

　
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と
♡

せ
と
う
ち
で
は
、
認
知
症
や
障
が

い
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な

人
を
身
近
な
地
域
で
支
援
す
る

「
市
民
後
見
人
」
の
養
成
研
修
事

前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
や
市
民
後
見
人

に
関
心
の
あ
る
人
は
、
電
話
で
申

し
込
み
の
上
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
８
月
４
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
定
員　
30
人

※
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
期
限　
７
月
31
日
（
月
）

　
　

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と

♡
せ
と
う
ち

☎
０
８
６
９-

２
４-

７
７
１
１

　
毎
年
恒
例
の
ち
び
っ
こ
水
泳
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

▽
場
所　
長
船
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

　
タ
ー
プ
ー
ル

▽
対
象　
４
歳
以
上

▽
参
加
費　
各
コ
ー
ス
３
日
間
で

　
１
、５
０
０
円

※
初
回
受
付
時
に
徴
収
し
ま
す
。

▽
受
付
開
始
日　
７
月
22
日（
土
）

※
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▽
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽
申
込
方
法　
邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公

　
園
の
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ

　
求
職
者
支
援
訓
練
と
は
、
雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者
な

ど
を
対
象
に
、
民
間
教
育
訓
練
機

関
が
実
施
す
る
「
就
職
」
を
目
的

と
し
た
公
的
な
職
業
訓
練
で
す
。

　
８・
９
月
に
開
講
す
る
コ
ー
ス

の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
科　
基
礎
コ
ー
ス
・
実
践

　
コ
ー
ス
（
介
護
福
祉
、
医
療
事

　
務
、
事
務
分
野
な
ど
）

※
開
講
日
、
訓
練
期
間
（
２
～
６

　
カ
月
）な
ど
は
、コ
ー
ス
に
よ
っ

　
て
異
な
り
ま
す
。

▽
受
講
料　
原
則
無
料
（
テ
キ
ス

　
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

※
一
定
の
要
件
（
収
入
・
資
産
な

　
ど
）
を
満
た
す
人
に
は
、
職
業

　
訓
練
受
講
給
付
金
（
月
10
万
円

　
と
交
通
費
（
所
定
の
額
））
が
支

　
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
大
寺

☎
０
８
６-

９
４
２-

３
２
１
２

　
市
で
は
、
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん

を
育
て
て
い
る
母
親
を
対
象
に
、

赤
ち
ゃ
ん
と
の
関
わ
り
方
を
学
ん

だ
り
、
子
育
て
の
仲
間
を
つ
く
っ

た
り
す
る
機
会
を
設
け
る
「
Ｂ

Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
赤
ち
ゃ
ん
が
き

た
！
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
母
親
同
士
が
情
報
交
換
す
る
こ

と
で
、
育
児
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス

の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日
時　
８
月
３
日
、
10
日
、
17

　
日
、24
日
（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

　
午
前
10
時
～
正
午
（
全
４
回
）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
対
象

　
平
成
29
年
３
～
６
月
生
ま
れ
の

第
１
子
と
そ
の
母
親
で
全
４
回
に

参
加
で
き
る
人

▽
定
員　
15
組

※
５
組
以
上
の
参
加
で
開
催
し
、

　
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締

　
め
切
り
ま
す
。

▽
参
加
費

　
７
７
７
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　
　

今
城
保
育
園

☎
０
８
６-

９
４
２-

４
３
５
１

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
市
民
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　
手
足
の
し
び
れ
・
痛
み
・
腰
痛

な
ど
の
原
因
と
最
新
の
治
療
に
つ

い
て
、
神
経
の
病
気
の
専
門
家
が

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
７
月
22
日
（
土
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時
40
分

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
総
合
福
祉
セ
ン

　
タ
ー（
瀬
戸
内
市
民
病
院
の
南
隣
）

▽
講
師　
中
島
正
明
氏
（
岡
山
済

　
生
会
病
院
脳
神
経
外
科
）
ほ
か

▽
定
員　
１
０
０
人

※
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▽
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　
Ｘ
で
、①
参
加
希
望
者
の
氏
名
、

　
②
連
絡
が
取
れ
る
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間

　
７
月
３
日（
月
）～
７
月
12
日（
水
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
８
０
０

FAX
０
８
６
９-

２
２-

３
８
０
１

募　
　

集

国
民
年
金
保
険
料

「
後
納
制
度
」
の
お
知
ら
せ

ね
ん
き
ん
の
お
は
な
し
♪

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
、

65
歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
で
き
る
制
度
で
す
。

　

保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
場
合

や
、
届
出
を
忘
れ
た
こ
と
に
よ
り

国
民
年
金
の
資
格
期
間
が
な
い
場

合
は
、
年
金
の
受
給
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受

給
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
過
去
５
年
以
内
の
納

め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
「
後
納
制
度
」
が
平

成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９
月

ま
で
の
３
年
間
限
り
の
特
例
と
し

て
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。　

　

既
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
や
、
65
歳
以
上
で
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
後
納
制
度
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

　

申
し
込
み
の
後
、
後
納
保
険
料

が
納
め
ら
れ
る
期
間
を
審
査
し
ま

す
。
審
査
の
結
果
、
後
納
制
度
に

よ
る
納
付
を
利
用
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

後
納
制
度
に
関
す
る
詳
し
い
内

容
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
お
近
く
の
年

金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

（http://w
w

w
.nenkin.go.jp/

）

で
は
、
自
分
の
年
金
記
録
か
ら
、

後
納
制
度
を
利
用
で
き
る
期
間
が

確
認
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

０
１
１-

０
５
０

※
０
５
０
ま
た
は
０
７
０
で
始
ま

　

る
電
話
番
号
か
ら
か
け
る
場
合

☎
０
３-

６
７
３
１-

２
０
１
５

　

岡
山
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
５

（
自
動
音
声
案
内
２
番
）

問問

　

取
引
や
証
明
に
使
っ
て
い
る
は

か
り
（
家
庭
用
を
除
く
）
は
、
２

年
に
１
度
定
期
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
今
年
が
検
査
年
度
と

な
っ
て
お
り
、
次
の
と
お
り
定
期

検
査
を
行
い
ま
す
。

　

検
査
対
象
と
な
る
は
か
り
を
使

用
し
て
い
る
人
は
、
最
寄
り
の
会

場
で
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　

秤
量
５
０
０
㌔
を
超
え
る
は
か

り
は
、
一
般
社
団
法
人
岡
山
県
計

量
協
会
に
依
頼
し
て
、
代
検
査
を

受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、現
在
使
用
し
て
お
ら
ず
、

こ
れ
か
ら
も
使
用
す
る
予
定
の
な

い
は
か
り
に
つ
い
て
は
、
検
査
を

受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
定
期
検
査
が
必
要
な
は
か
り

　

・
商
店
・
事
業
所
・
農
協
・
漁
協

　

な
ど
で
商
取
引
に
使
っ
て
い
る
も

　

の（
主
に
量
り
売
り
や
出
荷
な
ど
）

　

・
農
家
が
庭
先
取
引
や
箱
（
袋
）

　

詰
め
し
て
農
産
物
を
出
荷
（
個

　

人
取
引
）
す
る
と
き
に
使
う
も
の

　

・
一
般
運
送
事
業
者
宅
配
便
の
取

　

扱
店
に
お
け
る
料
金
特
定
に
使

　

う
も
の

　

・
病
（
医
）
院
・
薬
局
な
ど
で
使

　

う
調
剤
用
の
も
の

　

・
病
（
医
）
院
・
保
健
所
・
役
所
・

　

学
校
・
保
育
所
ま
た
は
福
祉
施
設

　

な
ど
で
使
用
す
る
体
重
計
な
ど

▽
検
査
手
数
料

　

・
は
か
り
１
個
当
た
り
５
０
０
円

　

～
２
、２
１
０
円
、
分
銅
・
お

　

も
り
10
円

※
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

当
日
、
検
査
手
数
料
を
持
参
し

　

て
く
だ
さ
い
。

▽
検
査
場
所
・
日
時

●
長
船
支
所

　

７
月
18
日
（
火
）

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

●
牛
窓
支
所

　

７
月
19
日
（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

●
瀬
戸
内
市
役
所

　

７
月
20
日
（
木
）、
21
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
計
量
協
会

☎
０
８
６-

２
４
２-

３
１
５
０

　

産
業
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
８
４

　瀬戸内市民病院では、さまざまな
テーマで健康教室を開催しています。
ぜひご参加ください。

▽ 日時　７月 20 日（木）
　午後２～３時

▽ 場所　瀬戸内市民病院

▽ テーマ
　眼の検査ってどんなものがあるの？

▽ 講師　高
こ う げ

下隆
た か え

恵氏（視能訓練士）

▽ 定員　30 人

▽ 参加費　100 円

▽ 申込期限　７月 19 日（水）
　　瀬戸内市民病院
☎０８６９ - ２２ - １２３４

なるほど !! 健康教室

問
申

問申

問
申

コース名 開催日時 定員

水なれ
コース

・８月４日（金）9：00 ～
・８月５日（土）9：00 ～
・８月６日（日）9：00 ～

16 人

板キック
コース

・８月４日（金）10：00 ～
・８月５日（土）10：00 ～
・８月６日（日）10：00 ～

20 人

クロール
基本コース

・８月４日（金）11：00 ～
・８月５日（土）11：00 ～
・８月６日（日）11：00 ～

20 人

ちびっこ水泳教室のコース名など

※各コース１回 45 分です。

  

求
職
者
支
援
訓
練

  

受
講
者
募
集

問
申

問

問

問 問

  

Ｂ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

  

赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！

  

市
民
講
座
「
せ
ぼ
ね
か
ら
の

  

手
足
の
し
び
れ
痛
み
・
腰
痛

  

セ
ミ
ナ
ー
」

  

Ｂ
＆
Ｇ
ア
ク
ア
リ
ズ
ム

  

ち
び
っ
こ
水
泳
教
室

  

市
民
後
見
人
に

  

な
り
ま
せ
ん
か

は
か
り
の
定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
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と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
源

ご
み
回
収
も
行
い
ま
す
。

▽
日
時　
７
月
29
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
参
加
費　
無
料
（
一
部
有
料
）

　

生
活
環
境
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

　
長
島
愛
生
園
で
は
、
第
42
回
納

涼
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
７
月
27
日
（
木
）

　
午
後
６
時
～
午
後
８
時
30
分

※
雨
天
決
行
。
荒
天
の
場
合
、
花
火

　
大
会
の
み
翌
日
同
時
刻
に
実
施
。

　
瀬
戸
内
市
消
費
生
活
問
題
研
究

協
議
会
、
瀬
戸
内
市
、
備
前
県

民
局
の
共
催
で
「
環
境
フ
ェ
ス
タ 

in 

せ
と
う
ち
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
環
境
」
と
「
食
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
、
エ

コ
工
作
、
ご
み
分
別
ク
イ
ズ
、
か

る
た
な
ど
、
大
人
も
子
ど
も
も
環

境
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
内
容

▽
場
所

　
長
島
愛
生
園
愛
生
会
館
前
広
場

▽
内
容　
福
引
大
会
（
午
後
６
～

　
８
時
、
受
付
午
後
５
時
）、
花

　
火
大
会
（
午
後
８
時
～
午
後
８

　
時
30
分
）、盆
踊
り
、お
み
こ
し
、

　
ゲ
ー
ム
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、

　
屋
台
、
出
店

　

長
島
愛
生
園
入
所
者
自
治
会

☎
０
８
６
９-

２
５-

１
０
３
３

　
邑
久
光
明
園
で
は
、
第
43
回
納

涼
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
８
月
３
日
（
木
）

　
午
後
５
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

※
雨
天
時
は
、
翌
日
同
時
刻
に
実

　
施
し
ま
す
。

▽
場
所

　
邑
久
光
明
園
売
店
前
広
場

▽
内
容　
カ
ラ
オ
ケ
大
会
（
午
後

　
６
～
８
時
）、
福
引
（
午
後
５

　
時
30
分
～
午
後
７
時
30
分
、
空

　
く
じ
な
し
）、
夜
店・各
種
ゲ
ー

　
ム
、
花
火
大
会
（
午
後
８
時
～

　
午
後
８
時
30
分
）

　

邑
久
光
明
園
入
所
者
自
治
会

☎
０
８
６
９-

２
５-

１
２
７
８

　

－

生
誕
１
０
０
年

－

　

限
り
な
く
深
く
澄
ん
だ
詩
情
の

　

世
界  

清
宮
質
文
展  

－

Ⅰ
期

－

　
魂
の
原
点
を
見
つ
め
続
け
た
木

版
画
家
・
清せ

い
み
や宮

質な
お

文ぶ
み

が
、
今
年
生

誕
１
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
展
覧
会
で
は
清
宮
の
詩
的

で
清
澄
な
世
界
を
、
版
画
を
中
心

に
、
ガ
ラ
ス
絵
、
水
彩
、
モ
ノ
タ

イ
プ
、
ハ
ガ
キ
な
ど
の
作
品
約
80

点
に
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
生
誕
１
１
０
年
を
迎
え

る
詩
人
・
中
原
中ち

ゅ
う
や也

の
作
品
を
詩

と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間

　
７
月
23
日
（
日
）
ま
で

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
６
月
26

　

日
（
月
）、
７
月
３
日
（
月
）、

　
10
日
（
月
）、
18
日
（
火
）

　

せ
と
う
ち
オ
バ
ケ
芸
術
祭

　
－

お
化
け
人
形
師
・
中
田
市
男
と

　
　
　
妖
怪
造
形
師
・
武
本
大
志

－

　
倉
敷
市
在
住
で
、
70
年
以
上
に

わ
た
っ
て
お
化
け
人
形
を
手
掛
け

て
き
た「
最
後
の
お
化
け
人
形
師
」

で
あ
る
中
田
市い

ち
お男
氏
に
よ
る
、
恐

ろ
し
く
も
美
し
い
お
化
け
人
形
の

世
界
。
そ
し
て
、
若
手
造
形
作
家

で
あ
る
武
本
大
志
氏
は
、
乾か

ん
し
つ漆

技

法
で
人
間
サ
イ
ズ
の
妖
怪
像
を
生

み
出
し
ま
す
。

　
二
人
の
織
り
成
す
お
化
け
の
世

界
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
期
間

　
７
月
28
日（
金
）～
９
月
３
日（
日
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
７
月
31

　
日
（
月
）、
８
月
７
日
（
月
）、

　
14
日
（
月
）、
21
日
（
月
）、
28

　
日
（
月
）

【
以
下
、
展
覧
会
共
通
】

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５

　
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
観
覧
料　
一
般
５
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

　
４
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

▽
関
連
イ
ベ
ン
ト

【
牛
窓
の
オ
バ
ケ
探
し
】

　
牛
窓
の
不
思
議
ス
ポ
ッ
ト
を
郷

土
研
究
家
と
一
緒
に
歩
き
ま
す
。

　
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
日
時　
７
月
30
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
（
約
２
時
間
）

▽
場
所　
街
角
ミ
ュ
ゼ
牛
窓
文
化
館

　
（
牛
窓
町
牛
窓
２
８
３
５-

１
）

▽
参
加
費　
右
記
の
観
覧
料

▽
定
員　
20
人

　
（
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　
展
示
室
で
作
品
を
鑑
賞
し
な
が

ら
、
作
品
の
魅
力
を
解
説
し
ま
す

（
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
）。

▽
日
時

　
展
覧
会
開
催
期
間
中
の
日
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
（
約
30
分
）

※
7
月
30
日
（
日
）
の
み

　
午
後
２
時
～
（
約
30
分
）

▽
参
加
費　
右
記
の
観
覧
料

　
　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

催
し
物

清
宮
質
文
「
行
手
の
花
火
」
１
９
８
１
年

  

長
島
愛
生
園
で

  

納
涼
夏
祭
り

  

環
境
フ
ェ
ス
タ

  

in 

せ
と
う
ち

　日   頃の訓練の成果を発揮 岡山県消防操法訓練大会 　

まちの話題 秘書広報課：☎0869-24-7095問

My Town Topics

　岡山県消防学校（岡山市）で５月 21 日、

第 64 回岡山県消防操法訓練大会が開催

され、小型ポンプ操法の部に瀬戸内市消

防団長浜分団が出場しました。

　出場選手は、有高泰
やすゆき

行指揮者、神宝誠
とも

之
ゆき

１番員、神宝一
かずあき

彰２番員、時
ときざね

実正
ま さ き

毅３

番員、小
こ ざ き

崎智之補助員の５人。

　選手らは号令とともに機敏な動きを披

露するなど日頃の訓練の成果を発揮し、

見事６位入賞を果たしました。

腸管出血性大腸菌（O157 など）感染症に要注意
　O157 に代表される腸管出血性大腸菌は、腹痛や血便な

どの症状を起こすだけでなく、乳幼児や高齢者では、貧血

や尿毒症を併発して、命にかかわることもあります。

　この菌は、牛などの家畜の腸管にいることがあり、その

ふん便がさまざまな経路を経て食品や水などを汚染し、感

染の原因になると考えられています。

　次のことに気を付けて、暑い夏を乗り切りましょう。

【予防方法】
●調理前、食事前、用便後、動物を触った後などは、手を

　よく洗いましょう。

●台所は清潔に保ち、まな板、ふきんなどの調理器具は、

　十分に洗浄消毒しましょう。

●生鮮食品や調理後の食品を保存するときは、冷蔵庫（10

　℃以下）で保管し、早めに食べましょう。また、食肉な

　ど加熱して食べる食品は、中心部まで火を通しましょう。

【気になる症状があるときは、早めに医師の診断を受けま
しょう】
●主な初期症状は、腹痛、下痢などで、さらに進むと水様 

　性血便になります。

【患者からの二次感染に気を付けましょう】
●患者の便に触れた場合は、手をよく

　洗い消毒しましょう。

●患者が入浴する場合は、シャワーの

　みにするか、最後に入浴するなどし

　ましょう。

●患児が家庭用ビニールプールで水浴びをする場合、他の

　幼児とは一緒に入らないようにしましょう。

※患者が衛生に配慮すれば、二次感染は防止できるので、

　外出の制限などは必要ありません。

　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２

　地域生活支援センタースマイルで

は、次のとおり「灼
しゃくねつ

熱スマイル市」

を開催します。

　おいしい屋台やゲームコーナーな

ど、100 円から楽しめます。水鉄砲

の的当てイベント、夏限定の激辛カ

レーの販売を行います。

　また、資源化物をお持ちの人には、

特典があります。

▽ 日時　７月１日（土）

　午前 10 時～正午

▽ 場所　地域生活支援センタースマ

　イル（瀬戸内市民病院向かい）

　地域生活支援センタースマイル　
☎０８６９ - ２２ - ９６００

灼熱スマイル市

△昨年の環境フェスタ

  

邑
久
光
明
園
で

  

納
涼
夏
祭
り

問

問

問

問

武本大志「ろくろ首」

問

  

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

  

展
覧
会

６位入賞を果たした長浜分団の皆さんを囲んで放水態勢の１番員と２番員

訓練に入る選手ら

問
申


